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はじめに

近年の遺跡発掘調査で自然木や木器などおびただしい量の木材が出土 し,それらの樹種の同定から,私

達の祖先にあたる人々の木への関わりが次第に明らかになりつつあります (島地 ･伊東,19881);山田,

19912))｡先人達の木材の利用の仕方をみると現代にみられるように単に有用木と言われる種類だけでなく,

低木に分類される種類 も数多 く利用されていることがわかっています｡その一例は,秋に天然の紫色の実

を多 く結実させるムラサキシキブという美 しい名前の木で,その細い幹は用途の一つとして木釘に使われ

ていました｡さらに,自然木の多 くの調査から,古い時代の環境を復元 しようと試みる際には高木のみな

らず,多くの低木やつる性植物 も調査の対象にしなければなりません｡ところが,既に出版されている木

材の解剖学的記載を扱った書物ではほとんどが高木の有用材中心で,低木やつる性植物はほんのわずかし

か扱われていません｡このような,不便さを克服 しようと考えたのが本報告書出版の動機であります｡

本報告書は大学の林産学や林学ならびに森林科学で,あるいは各種研究機関で木について学ぶ研究者や

学生諸氏,前述の理由のように遺跡発掘で木材について調査 しようとする研究者,さらには様々な理由で

木材の解剖学的記載について知 りたい人々のために,わが国に生育する広葉樹材を可能な限り網羅 しまし

た｡すなわち,有用材のみならず利用頻度の限られた高木や低木ならびにつる性植物を含むわが国に生育

する樹木に加えて,外来種でも普通に庭木などにみられる種類を含めて約500種類の広葉樹を対象とし,そ

の解剖学的記載ならびに三断面 (木口面,柾 目面,板目面)の顕微鏡写真を数回に分けて掲載することに

しました｡各種木材の解剖学的記載および顕微鏡写真を扱った既往の代表的な参考書は,金平著 ｢大 日本

産重要木材の解剖学的識別｣(1926)3),須藤著 ｢本邦産広葉樹材の解剖学的識別｣(1959)4),貴島 ･岡本 ･

林著 ｢原色木材大図鑑｣(1962)5),平井著 ｢木の事典｣(1979)6),林著 ｢日本産木材顕微鏡写真｣(1991)7)
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などですが,いずれも取 り扱われている広葉樹の種類は200種前後です｡これだけの樹種を扱えば基本的に

は十分なのですが,遺跡やそれ以上に古い時代の埋没林の自然木を扱うようになりますと,それだけでは

十分と言えなくなります｡そこで,本書ではこれらの 2倍以上の樹種を扱 うように努めました｡分布の限

られた種類,低木やつる性植物を充実させるとともに,例えば,アカガシ亜属のアカガシ,シラカシ,ア

ラカシ,イチイガシ等のように,その中に含まれる樹種を互いに識別できないことがわかっていても,で

きるだけ多 くの樹種の顕微鏡写真を掲載するように心がけました｡その際に様々な大きさの道管を有する

樹種を互いに比較 しやす くするために,一部を除き低倍率の木口面写真を25倍に揃えました｡

樹種識別上の特徴の記載にあたっては,筆者の所属する京都大学木質科学研究所に所蔵するプレパラー

トを用いましたが,プレパラー トのない樹種については同材鑑調査室所蔵の材標本ならびに東京大学農学

部森林植物学研究室や農林水産省森林総合研究所組織研究室所蔵の材標本から作製 した多 くのプレパラー

トを用いましたOまた,記載 した樹種の大半について複数のプレパラー トを観察するように心がけましたが,

希少樹種についてはやむなく単数のプレパラー トを用いて顕微鏡写真撮影ならびに記載をおこないました｡

各樹種の分布範囲は,おもに北村 ･村田著 ｢原色 日本植物図鑑,木本編 Ⅰ,Ⅲ ｣(1979)8)から引用させ

て戴きました｡また, 一部の樹種の分布範囲については北村 ･岡本著 ｢原色 日本樹木図鑑｣(1959)9)を参

考にしました｡分布範囲の引用において,例えば,ビルマ,樺太,琉球 という古い国名や地域名は原文通

りに用いましたoさらに,木材の用途については,農商務省山林局編 ｢木材の工塾的利用｣(1912)-0)なら

びに貴島 ･岡本 ･林著 ｢原色木材大図鑑｣ (1962)5)を参考にしました｡なお,樹種の解剖学的記載におけ

る分類学上の配列および学名表記は前述の北村 ･村田著 ｢原色日本植物図鑑,木本編 Ⅰ,Ⅱ ｣(1979)8)に

従いました｡ただし,本参考書に記載のない樹種の分類については北村 ･岡本著 ｢原色 日本樹木図鑑｣

(1959)9)に従いました｡

謝 辞

東京大学農学部森林植物学研究室から提供いただいた木材試料から一部の顕微鏡標本 (プレパラー ト)

を作製しました｡同研究室に感謝いたします｡

トキワギョリュウ,センリョウ,カカツガユの記載および顕微鏡写真は森林総合研究所,組織研究室所

蔵のプレパラー トを用いました｡ここに,便宜を諮っていただいた藤井智之博士に感謝いたします｡

文 献

1)島地 謙 ･伊東隆夫編 ｢日本の遺跡出土木製品総覧｣, 雄山閣出版,1988

2)山田昌久 ｢日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成一用材から見た人間 ･植物関係史｣, 植生史研

究,特別第 1号,1993

3)金平亮三著 ｢大日本産重要木材の解剖学的識別｣, 台湾総督府中央研究所林業部第四号,台湾総督府中

央研究所,1926

4)須藤彰司著 ｢本邦産広葉樹材の解剖学的識別｣, 林業試験場研究報告第118号,1959

5)貴島恒夫 ･岡本省吾 ･林 昭三著 ｢原色木材大図鑑｣, 保育社,1962

6)平井信二著 ｢木の事典｣, かなえ書房,1979

7)林 昭三著 ｢日本産木材顕微鏡写真｣, 自費出版,1991

8)北村四郎 ･村田 源著 ｢原色日本植物図鑑,木本編 Ⅰ,‡ ｣, 保育社,1979

9)北村四郎 ･岡本省吾著 ｢原色 日本樹木図鑑｣, 保育社,1959

10)農商務省山林局編 ｢木材の工藍的利用｣, 大日本山林倉,1912

- 82-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

モクマオウ科 (casuarinaceae)

モクマオウ属 (Casuan'naL.)

トキワギョリュウ (CasuarinaequisetifoliaL.)(写真103頁)

散孔材.年輪界は不明瞭｡道管の直径は200/∠mに達し,単独で放射方向ないしは斜線方向にならぶ｡道

管は単穿孔を有する｡軸方向柔細胞は1-2列で接線方向に階段状にならび,しばしば多重結晶細胞となる｡

道管放射組織間壁孔はやや小さくふるい状となる｡放射組織は同性ないし異性ⅡとⅢ型で 1-4列となり,

高さはきわめて高い｡

高さ20メー トルに達する常緑高木｡オーストラリア北部およびクイーンスランドに野生し,熱帯各地に

最も広 く栽培されている｡日本には明治の始め頃に渡来し,琉球や小笠原に防風林,街路樹としてみられる｡

材は堅いがもろい｡

モクマオウ (オガサワラマツ)(CasuarinastrictaAit.)(写真104頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管の直径は150/∠mあるいはそれ以上となるが100-150〝mのものが多い｡

道管はほぼ単独で分布し,放射方向にややゆるぎながら配列する｡軸方向柔細胞は2-5列で接線状に配

列し,一年輪内に多数みられる｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁

孔は網目状となり小さくやや多く,ときに網目がらせん肥厚のように上下に走ってみえる｡軸方向柔細胞

には結晶が存在する｡放射組織は同性で1-4列となり,高さは1mm以下｡

広葉樹であるが,葉は針葉状となるのが特徴である｡オーストラリアの原産で明治の初め頃日本に渡来｡

小笠原諸島に植えられている｡

ヤマモモ科 (Myricaceae)

ヤマモモ属 (Myn'caL.)

ヤマモモ (MyricarubraSieb.etZucc.)(写真105頁)

散孔材｡道管の直径は50/∠m前後で,ほぼ単独ないし2-3個複合し,平等に分布する｡道管は階段穿

孔を有し,階段の数は10本以下と少ない｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状 となり,多重結晶細胞が

みられる｡道管放射組織間壁孔はやや疎なふるい状となる｡放射組織は異性 ⅠとⅠ型で 1-4列となり,

高さは1mm以下｡軸方向柔細胞や放射柔細胞に着色物質がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東および福井県以西),四国,九州,琉球,南朝鮮,台湾,中国南

部,フィリピンに分布する常緑高木｡辺材は灰白色ないし黄褐色｡光沢少なく,割れ難い｡堅硬でかなり

重く,強度も高い｡器具,ろくろ細工,燃材に用いる｡

クルミ科 (Juglandaceae)

サワクルミ亜科 (subfam.Pterocaryoideae)

ノクルミ属 (ph7秒calyaSieb.etZucc.)

ノグル ミ (PlatycaryastrobilaceaSieb.etZucc.)(写真106頁)

環孔材o孔困道管は150/∠mに達し, 1--4列となる｡孔圏外の小道管は急に大きさを減じ,斜線状ない

し火炎状に複合する｡道管は単穿孔を有 し,側壁には交互壁孔がみられ,内腔にはチロースが詰まる｡孔

圏外の小道管は多角形を示し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状および2-3列の

短接線状｡道管放射組織間壁孔はやや大形のレンズ状ないしはスリット状となる｡放射組織は異性Ⅱ型で,
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平伏細胞と方形細胞からなり,幅は 1-6列で高さは 1mmを越える｡放射組織の細胞には大形の結晶が認

められ,洋酒棒状にふくれる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (東海道以西),四国,九州,朝鮮,中国,台湾に分布する落葉高木｡辺材は帯黄

白色,心柳 ま暗黄色｡やや重 く,割れ難い｡用途は器具,下駄,マッチ軸木,薪炭｡

サワクルミ属 (pkrocaryaKunth)

サワグルミ (PterocaryarhotfoliaSieb.etZucc.)(写真107頁)

散孔材｡直径200FLm前後の比較的大形の道管が単独ないし2, 3個放射方向に複合して散在 し,晩材部

にかけて径を減 じる傾向がある｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は1

列で接線方向に網状につながるほか,ターミナル状ないし散在状となる｡放射組織は同性で,幅は1-2列,

高さは0.5mm以下｡材の組織構造はオニグルミとよく似るが,放射組織はオニグルミよりやや狭 く, 2列以

内である｡

分布範囲は温帯｡北海道 (南部),本州,四回,九州 (北部)に分布 し,山中の小川や湿った地に生える

落葉高木｡日本の洪積世から散点的に果実が出土することが報告されている｡辺 ･心材の区別なく淡黄白色｡

軽軟で狂いは少ないが,変色 ･腐朽 しやすい｡材は下駄,マッチ軸木,器具,家具などに用いられる｡

クルミ亜科 (Subram.Juglandoideae)

クルミ属 (JuglansL.)

オニグルミ UuglansmandshuricaMaxim.subsp.sieboldialWKitamura)(写真108頁)

散孔材｡直径200/Jm前後の比較的大形の道管が単独ないし2, 3個放射方向に複合して散在 し,年輪外

境で径を減 じる傾向がある｡道管は単穿孔を有 し,側壁には交互壁孔がみられ,内腔にチロースが存在する｡

軸方向柔細胞は 1列で接線方向に網状につながるほか,ターミナル状,散在状となる｡放射組織は同性で

1-4列で,特に3列以上のものが目だち,高さはおおむね0.5mm以下｡

分布範囲は温帯から暖帯｡樺太,北海道,本州,四国,九州に分布 し,小川や適湿の地に生える落葉高木｡

本州の洪積世から広 く核果が津.土することが報告されている｡辺材は灰白色,心材は赤褐色ないし暗褐色｡

軽軟で粘 り気があり,肌目はやや粗いが工作容易な良材である｡建築 (洋風建築,敷居),家具 (洋家具,

鏡台),器具 (棉,箱),彫刻,ろくろ細工,工芸 (木象軟,マホガニーの疑似材),測量用三脚,下駄,電

請,時計枠,ラケット銀杏柄,指物彫刻,挽物などの用途があり,銃床としてもっとも賞用される｡

コショウ科 (Piperaceae)

コショウ属 (pt'perLinn.)

フウトウカズラ (PiperkadzuraOhwl)(写真109頁)

散孔材｡道管は厚壁で直径150-200FLmのものと50-100FLmのものが平等に混在する｡道管は単穿孔を

有し,側壁には顕著な階段壁孔がみられる｡放射組織は異性で 1-40列以上となり,高さも10mm以上となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東南部以西),西国,九州等の海岸の樹林にみられ,南朝鮮や琉球にもみられ

る常緑つる性の木本｡

センリョウ科 (Chloranthaceae)

センリョウ属 (ChLoranthusSwartz.)

セ ンリョウ (ChloγanthusglaberMakino)(写真110頁)

軸方向要素は仮道管のみからなる｡仮道管側壁に1列の有縁壁孔がみられる｡放射組織は1-10列となり,
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高さはきわめて高く,10mmを越える｡

分布範囲は温帯および暖帯 :本州 (東海道以西の暖地),四国,九州,韓国,琉球,台湾,中国,インド,

マレーシアに分布する常緑の低木｡鑑賞脚 こ栽培される｡センリョウ科は世界に3属40種ほど知られるが

日本産の木本種はセンリョウのみである｡

ヤナギ科 (Salicaceae)

ハコヤナギ属 (PopulusL.)

ハコヤナギ属は世界に約40種あり,主として北半球に分布 し,南は一部アフリカにも分布する｡生育が

早く挿し木によって容易にふえるので中央アジアなどの乾燥地帯では防風,防砂,街路樹などの植林木と

して重要となる｡次の2種がこの属のわが国での代表種｡

ドロヤナギ (ドロノキ)(PopulusmaximowicziiHenry)(写真111頁)

散孔材｡道管の直径は130/Jmまでで中庸ないしやや小さい｡道管は単独または2-5個が放射状ないし

斜線状に複合して年輪内に平等に分布する｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡軸方向

柔細胞はターミナル状となる｡道管放射組織間壁孔は大きくふるい状に配列する｡放射組織は単列同性で,

高さは0.5mm以下｡ヤマナラシに比べて道管は大きく,直径100/∠mを越える｡

分布範囲は温帯｡本州 (兵庫県以東),北海道,樺太,朝鮮,中国東北部,ウスリー,アムール,カムチャッ

カに分布する落葉高木｡日当たりの良いやや湿ったところを好む｡辺材はほぼ白色,心材は淡灰褐色｡肌

目はやや粗 く,軽軟で強度は弱い｡耐久 ･保存性も低い｡マッチの軸木 (最も算用される),器具,包装箱,

パルプに利用される｡

ヤマナラシ (PopulussieboldiiMiquel)(写真112頁)

散孔材｡年輪始めに道管が接線状に密に並ぶことがある｡道管の大きさは中庸ないしやや小さい｡道管

は単独または2-5個が放射状ないし斜線状に複合して分布する｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁

孔がみられる｡軸方向柔細胞はターミナル状となる｡道管放射組織間壁孔は大きくふるい状となる｡放射

組織は単列同性で,高さは0.5mm以下｡木材の組織構造はドロノキに似ており区別は困難であるが, ドロノ

キに比べて道管の大きさは一般に小さく100FLmを越えることはない｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する落葉高木｡山中の日当りのよい荒地を好む｡辺 ･

心材の区別なく一様に白色で肌目はやや精微｡ ドロノキよりは重いが概して軽 く, ドロノキよりわずかに

強い｡その他の材質および用途はドロノキに準ずる｡

セイヨウハコヤナギ (populusnigraL.cv.̀Italica')(写真113頁)

散孔材｡道管は100FLmほどで,単独ないし2-5個放射状ないし斜線状に複合 して分布する｡道管は単

穿孔を有 し,側壁には交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞はターミナル状となる｡道管放射組織間壁孔は

大きくふるい状となる｡放射組織は単列同性で,高さは0.5mm以下｡

ヨーロッパ原産｡

ケショウヤナギ属 (chosenhzNakai)

ケショウヤナギ (ChoseniaarbuttfoliaA.Skvortsov)(写真114頁)

散孔材｡道管は直径50-120/∠mで,単独ないし2-3個ときには6個が放射方向に複合し,これらが斜

めに並ぶ傾向がある｡軸方向柔細胞はターミナル状となる｡道管は単穿孔を有する｡道管放射組織間壁孔
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は大きくふるい状となる｡放射組織は単列で同性ないし異性で,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は温帯｡本州 (長野県上高地と梓肝 F流),北海道,朝鮮中北部,中国東北部,アムール, トラ

ンスバイカル,沿海州,樺太,アナジール,カムチャッカに分布する｡河岸の砂楳地に生えるまれな落葉

高木で高さ20-25mに達する｡材は器具,下駄,橋梁に用いる｡

ヤナギ属 (salixL.)

ヤナギ属は世界に400種以上,日本には約90種あり,樹高15m,直径60cmに達するバッコヤナギ (S.Bak-

koKimura)のような高木から,ネコヤナギ (S.gracilistylaMiquel)のような低木まであるが,いずれも水

湿に富んだ日当りのよい土地を好む落葉広葉樹で,木材の組織構造からは種の区別は困難である｡いずれ

も材は白色から黄白色ないし黄褐色,軽軟で強度も低い｡マッチの軸木,図板,裁板などに用いられる｡

タチャナギ (SalixsubfragtlisAndersson)(写真115頁)

散孔材o道管の直径は100FLm前後で,単独ないし2,3個が放射状ないし斜線状に複合するo道管は単

穿孔を有する.年輪界に 1-2列のターミナル柔組織がみられる｡道管放射組織間壁孔は大きいふるい状

となる｡放射組織は単列異性で,高さは0.5mm以下｡

分布範[#jは温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国東北部,中国北部,ウスリー,樺太

およびヨーロッパからシベリアに分布する落葉の低木または小高木.

シダレヤナギ (Salt'xbah_vlonicaL.var.lavalleiDode)(写真116頁)

散孔材｡道管は直径100/Jm前後で,単独ないし2, 3個が放射状ないし斜線状に複合する｡道管は単穿

孔を有する｡年輪界に1-2列のターミナル柔組織がみられる｡道管放射組織間壁孔は大きいふるい状と

なる｡放射組織は単列異性で,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州に広 く栽培される｡水に近いところでよく育つ落葉高木｡

本種は中国原産で,朝鮮を経て奈良時代に日本に伝来したと言われる｡木石ま加工 しやすく,張板,姐板,箱,

楊子などに使われる｡

バッコヤナギ (ヤマネコヤナギ)(SalixbakkoKimura)(写真117頁)

散孔材｡道管の直径は100/Jm前後で,単独ないし2,3個が複合し,斜線状に並ぶ傾向がある｡道管は

単穿孔を有する0年輪界に1-2列のターミナル柔組織がみられる｡道管放射組織間壁孔は大きくふるい

状となる｡放射組織は単列異性で,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は温帯｡北海道 (西南部),本州 (北から近畿まで),四国に分布する｡山地の日当たりのよい

やや乾いたところに生える落葉高木｡材は箱,裁板,小細工用具に,樹皮は縄に用いられる｡

カワヤナギ (SalixgilgianaSeemen)(写真118頁)

散孔材｡道管の直径は100/∠m前後で,単独ないし2, 3個が放射状ないし斜線状に複合する｡道管は単

穿孔を有する｡年輪界に1-2列のターミナル某組織がみられる｡道管放射組織間壁孔は大きいふるい状｡

放射組織は単列異性で,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国東北部に自生する｡川や田畑の水辺

に普通にみられる低木または小高木｡

カバノキ科 (Betulaceae)
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クマシデ属 (CarpinusL.)

サワシバ (CarpinuscordataBlume)(写真119頁)

散孔材｡年輪界は顕著な波状を呈する｡,道管は直径50-80/∠mで,単独ないし放射方向に2-8個複合

する｡道管は単穿孔ないし階段穿孔を有 し,階段の数は10本以内｡道管は側壁に交互壁孔を有 し,内壁に

らせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は短接線状や散在状のほかに1-2列のターミナル状 となる｡道管

放射組織間壁孔はやや大形で疎らに散在する｡放射組織はほぼ同性ないし異性 ⅠとⅠ型で,1-3列となり,

高さは1mm以下｡放射組織にやや大形の結晶細胞がみられる｡

サワシバは集合放射組織における放射組織の集合のしかたが疎であることによってクマシデ,アカシデ,

イヌシデと区別できる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡水分にめぐまれた谷沿いの肥沃

地に生える落葉高木｡材は器具,床柱,紡績木管,シイタケのほだ木に用いられる｡

クマシデ (CarpinusjaponicaBlume)(写真120頁)

散孔材｡年輪界は顕著な波状を呈するC 丸みを帯びたやや小さい道管が放射方向に数個複合する｡道管

は単穿孔を有するが,ときに数本の階段からなる階段穿孔がみられる｡道管の内壁にはかすかにらせん肥

厚が認められる｡道管は側壁に交互壁孔がみられ,内腔にチロースが存在する｡軸方向柔細胞は短接線状

や散在状のほかに,1-2列のターミナル状に配列する｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組

織は同性ないし異性で幅は1-3列,高さは1mm以下となり,ときに集合放射組織を形成する｡放射組織

を柾目面でみると横長の楕円形をした結晶細胞を有する｡ビスフレックが認められる｡

分布範囲は温帯から暖帯上部｡本州,四国,九州に分布する｡山地の谷沿いに多い落葉高木｡辺 ･心材

ともに灰白色｡撤密で重く,堅硬で弾力性に富む｡強さはおおむね中庸｡器具 (柄類,ステッキ),建築 (皮

付き床柱),ろくろ細工 (紡績木管),薪炭,シイタケの原木｡

イヌシデ (CarpinustschonoskiiMaxim.)(写真121頁)

散孔材｡年輪界は顕著な波状となり,放射組織の部分で凹状を示す｡道管の直径は80/Jm前後で,単独

ないし2-10個放射方向に複合する｡道管は単穿孔ないし階段穿孔を有し,階段数は10本以下で間隔は広い｡

道管内壁に不鮮明でかつ細いらせん肥厚がみられ,側壁に交互壁孔が存在する｡軸方向柔細胞は短接線状,

散在状ないしターミナル状となる｡道管放射組織間壁孔はやや大形のふるい状となる｡放射組織は同性な

いし異性で 1-4列となり,高さは通常 1mm以下｡集合放射組織を有する｡放射柔細胞に結晶が存在する｡

ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯南部から暖帯｡本州 (岩手県以南),四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡材は丈夫で灰

白色となり,紡績木管,床柱,ステッキ,シイタケのほだ木に用いられる｡日本の鮮新世と洪積世から散

点的に果実の遺体が出土する｡

アカシデ (CarpinuslaxiPoraBlume)(写真122頁)

散孔材｡道管の直径は50-80/∠m前後で,単独ないし2-10個放射方向に複合する｡道管は単穿孔ない

し階段穿孔を有する｡道管内壁に不鮮明でかつ細いらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は短接線状,敬

在状ないしターミナル状となる｡道管放射組織間穿孔はやや大形のふるい状となる｡放射組織は同性ない

し異性で 1-4列となり,高さは通常 1mm以下｡集合放射組織を有する｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡山地に普通に生える落

葉高木｡材は農具,工具,荷棒,ひきものの漆器木地,床柱,自転車,下駄歯,糸巻,製糸用滑車,玩具,

靴型,ステッキ,スキー,洋傘の手元,家具,車両,紡績木管,シイタケのほだ木に用いられる｡ 日本
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の洪積世から局所的に果実の遺体が出土する｡

アサダ属 (Osb,yaSlop.)

アサダ (OstryajaPonicaSarg.)(写真123頁)

散孔材｡道管の直径は100-150/Jmで, 2-5個が放射方向に複合して平等に分布する｡道管は単穿孔

を有 し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管および繊維状仮道管にらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞

は横断面では接線状,散在状,網状 となる｡放射組織は上下の縁辺に方形細胞を有 し,異性 Ⅰと[型であ

るが直立細胞はみられない｡放射組織の幅は1-4列で,高さは1mm以下まれに1-2mmとなる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国の山地に生える落葉高木｡辺材は白褐色,心

材は紅褐色｡微密 ･堅硬な良材であるが,往々ね じれがあらわれる｡耐朽 ･保存性は中庸｡割裂は困難｡

家具,器具 (特に靴の木型に賞用,運動具),建築 (床板),土木 (枕木),船舶,車両,唖鈴,梶棒,杓子,

経木などに用いる｡

ハシバミ属 (corylusL.)

ハシバ ミ (CorylusheteroPhyllaFischer)(写真124頁)

散孔材｡年輪界は放射組織部分で外方に向かって凹状となり,顕著な波状を呈する｡道管は50FLm前後

とやや小さく,単独ないし2-10個が複合 して,放射方向に配列する｡道管は階段穿孔を有 し,階段の数

は5-15本｡道管は内壁にらせん肥厚がみられ,側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は 1列の短接

線状および散在状 となる｡放射組織は異性,ときに同性で,単列ときに2-3列 となり,幅の広い顕著な

集合放射組織を有する｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯O北海道,本州,九州,朝鮮,中国,ウスリー,アムールに分布する. 日当たりの良い

山地に生える落葉性の大形低木であるが,西日本には少ない｡日本の鮮新世と洪積世から広 く堅果が出土

する｡辺 ･心材の区別は不明瞭で,いずれも黄白色,淡黄褐色｡材は撤密で重 く,堅硬 ･強靭｡器具 (ステッ

キ,柄),薪炭に用いる｡種子は食用となる (ヘイゼルナッツ ｢hazelnuts｣は同属のセイヨウハシバ ミC.

at'ellalW L.の穫子)｡

ツノハシバ ミ (CorylussieboldianaBlume)(写真125頁)

散孔材o道管の直径は50FLm前後で,単独ないし2-10個,ときにそれ以上が放射方向に複合し,放射

礼状を示す｡道管は階段穿孔を有 し,階段は粗 く数は10本以内と少ない｡道管は内壁にらせん肥厚がみら

れる｡軸方向柔細胞は短接線状 となる｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふるい状 となる｡放射組織は異性,

ときに同性で,ほぼ単列ときに2列となり,高さは通常 1mm以下で,集合放射組織がみられる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮の山地に生える落葉低木｡ステッキ,洋傘,工具柄,

小器具,薪炭に用いられる｡

カバノキ属 (BeLulaL.)

アサダ属 (Ostrya)や サクラ属 (prunus)の樹種と類似 しているが道管の内壁にらせん肥厚がなく,追

管の穿孔が階段状であることから区別される｡

ミズメ (ヨグソミネバリ)(BetulagrossaSieb.etZucc.)(写真126頁)

散孔材｡道管の直径は70-100/∠m前後で, 2-5個が放射方向ないし集塊状に複合する｡道管は階段穿

孔を有する｡道管にはらせん肥厚がないが,側壁の壁孔が流れてらせん肥厚のように見えることがある｡

軸方向柔細胞は散在状ないしイニシアル状｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多数｡放射組織は同性
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ないし異性[とⅢ型で,幅は1-5列となり,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (岩手県以南),四国,九州 (高隈山まで)の山地に生える落葉高木｡辺

材は黄白色｡心材は紅褐色｡微密で強勤な良材｡サロメテールの匂いがする｡樹皮は桜に似る｡器具 (こ

とに木器,盆に賞用,漆器木地,指物,ガラスの木型,柄類,算盤),家具,建築 (内部造作),合板,莱

器 (三味線の樺,琵琶の胴),柿,織機,紡績木管,度器,棉,ショベル及びコップ柄,洋傘柄など広範囲

に利用される｡

ダケカンバ (BetulaermaniiCham.)(写真127頁)

散孔材｡道管の直径は100-150FLmで,単独ないし2-6個が放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を

有し,階段の数は10-20本｡道管側壁の壁孔が流れてらせん肥厚のようにみえる｡軸方向柔細胞は散在状

ないしイニシアル状｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多数｡放射組織は同性ないし異性 [とⅢ型で

帽は1-5列となり,高さは0.5mm以下｡

分布範囲は寒帯から温帯上部｡北海道,本州,四国,朝鮮,千島,樺太,沿海州,カムチャツカに分布

する｡高山に多い落葉高木｡材は器具,家具,彫刻,合板などに,樹皮は屋根葺に用いられる｡

シラカンパ (BetulaPlatyphyllaSukatchevvar.japonicaHara)(写真128頁)

散孔材｡道管は直径100FLm前後で,単独ないし2-4個が放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を有し,

階段の数は10-20本｡道管側壁の壁孔が流れてらせん肥厚のようにみえる｡軸方向柔細胞は散在状ないし

イニシアル状となるこ道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多数みられる｡放射組織は同性ないし異性Ⅱ

とⅢ型で幅は1-5列となり,高さ0.5mm以下｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から温帯上部｡本州 (岐阜県以東),北海道,千島,樺太,朝鮮,中国,東シベリアに分

布する｡日本の洪積世から局所的に果実と種子が出土する｡材は軽 く,民芸品のみやげ物,器具,家具,

彫刻,紡績木管,棉,シャベル及びスコップ柄,マッチの軸木,パルプ,木酢の原料とし,樹皮は白く,

細工物や屋根茸に用いられる｡

ウダイカンパ (マカンパ,サイハダカンパ)(BetulaMaximoumi ianaRegel) (写真129頁)

散孔材｡道管は直径150/Jmで,単独ないし2-6個が放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を有し,階

段の数は少ない｡道管側壁の壁孔が流れてらせん肥厚のようにみえる｡軸方向柔細胞はまれな散在状ない

しイニシアル状となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多数｡放射組織は同性か -し異性ⅡとⅢ型で,

幅は1-5列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯 :本州 (岐阜県以東),北海道,国後島の肥沃で適潤な山の斜面に生える落葉高木｡材は

合板,パルプ,家具,器具,床板などに用いられる｡樹皮は屋根茸に用いられ,また雨の中でもよく燃え

るので鵜松明 (ウダイマツ)に用いられる｡

ハンノキ属 (AJ〝〟gMill.)

日本産のハンノキ属にはハンノキの他にヤマハンノキ,ケヤマハンノキ (A.hirsutaTurcz.),ヤハズハ

ンノキ (A･MatsumuraeCallier) (温帯 :本州一福井県以東,月山まで), ミヤマハンノキ,ヤシャブシ,

ミヤマヤシャブシ,オオバヤシャブシ (A･SieboldianaMatsumura)(暖帯 :本州の関東地方から紀伊半島)

などがあるが,材の組織構造からは基本的には区別が困難である｡しかしながら,ハンノキ,ケヤマハン

ノキ,ヤマハンノキは集合放射組織を有するのに対 し,ミヤマハンノキ,ヤシャブシ,ケヤシャブシは集

合放射組織を有さない｡
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ヤシヤブシ亜属 (Subgen.Alnaster)

ヤシャブシ (AlnusfinnaSieb.etZucc.)(写真130頁)

散孔材｡道管は直径50-80FLm前後で,単独ないし2-4個放射方向に複合する.道管は階段穿孔を有し,

側壁には交互壁孔が層状に規則的にみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多数｡

放射組織は単列同性で,まれに2列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯および暖帯｡本州南部太平洋側,四国,九州の山地に生える落葉小高木で,大きいもの

は高さ10m,直径30cmに達する｡

ミヤマヤシャブシ (AllWSfirmaSieb.etZucc.var.hirtellaFr.etSav.)(写真131頁)

散孔材｡道管の直径は50/Jm以下で,単独ないし2-3個放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を有する｡

軸方向柔細胞は短接線状ないし散在状となる｡道管放射組織間壁孔はふるい状となる｡放射組織は同性で

1-2列ときに3列となり,高さは1mm以下｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州 (南部太平洋側),四国のやや高いところに多い｡

ミヤマハンノキ (AlnuscrispaPurshsubsp.maximowicziiHult.)(写真132頁)

散孔材｡道管の直径は80FLmで,単独ないし2-10個不規則あるいは放射状に複合する｡道管は階段穿

孔を有する｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状となる｡道管放射組織間壁孔は多数でふるい状となる｡

放射組織は単列同性となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は寒帯から温帯上部｡本州の大山と白山以北,北海道,千島,樺太,朝鮮,ウスリー,カムチャ

ツカに自生 し,亜高山や高l川こ生える落葉低木または小高木｡

ハンノキ亜属 (Subgen.Alnus)

ヤマハンノキ (ALnushirsutaTurcz.var.sibiγwaC.K.Schn.)(写真133頁)

散孔材｡道管の直径は70-80/Jmで,単独ないし2- 8個が放射状ないし塊状に複合する｡道管は階段

穿孔を有する｡道管側壁の壁孔は対列に近い交互状となるが,壁孔は流れてらせん肥厚のように見える｡

軸方向柔細胞は短接線状ないし散在状となる｡道管放射組織間壁孔はふるい状で小さく多数｡放射組織は

単列同性で,高さは1mm以下となり,集合放射組織が出現する｡

分布範囲は温帯から暖帯上部｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,樺太,カムチャッカ,東シベリアに

分布する落葉高木｡日本の洪積世から散点的に遺体が出土する｡

ハンノキ (ALnusjaPonicaSteud.)(写真134頁)

散孔材｡道管の直径は70-80/∠mで,単独ないし2-8個が放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を有し,

階段の数は多く20本以上となる｡木繊椎はしばしば隔壁を有する｡軸方向柔細胞は短接線状ないし散在状

となるo道管放射組織間壁孔はふるい状で小さく多い｡放射組織は単列同性で,高さはおおむね0.5mm以下

となり,顕著な集合放射組織がみられる｡木口面では集合放射組織のあるところで年輪界が内側に凹む｡

分布範囲は温帯から亜熱帯｡北海道,本州,四臥 九州,琉球,台湾,朝鮮,中国,ウスリーと分布範

囲の広い落葉高木｡日本の洪積世,鮮新世から多くの植物遺体が報告されている｡辺材は淡黄褐色,心材

は灰褐色｡重さ,強さ,硬さ,耐朽 ･保存性いずれも中庸｡建築 (床柱,梁),家 具,器 (柄類,鋳型,仏

具,柿,ブラシ木地,漆器木地),船舶 (船具),ろくろ細工,楽器 (太鼓の胴),算盤,杓子,木象軟,黒

色火薬原料,薪炭に用いる｡

ブナ科 (Fagaceae)
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ブナ亜科 (Subfam.Fagoideae)

ブナ属 (FagusL.)

ブナ (FaguscrenataBlume)(写真135頁)

散孔材｡道管は直径50-100/∠mで多数が平等に分布するが,年輪外境でやや小さくなる｡道管は単穿孔

と階段穿孔を有し,内腔に顕著な平板状のチロースが認められる｡道管側壁の壁孔は疎らにならぶ｡道管

放射組織間壁孔は階段状ないしふるい状となる｡放射組織には単列ないし数列のものと広放射組織とが存

在し,ほとんど異性ⅢとⅢ型で,しばしば上下の縁辺に方形細胞が認められる｡放射組織に大形の結晶細

胞が認められる｡

分布範囲は温帯｡北海道 (黒松内 ･長万部以南),本州,四国,九州に分布する落葉高木｡温帯産地の肥

沃な土壌にしばしば群生する｡辺 ･心材ともに淡紅色｡材は堅硬,赦密で靭性があるが,耐朽 ･保存性は

低い｡器具 (農具その他の柄類,運動具,漆器木地,木型類),家具,ろくろ細工,合板,土木,船舶 (舵

底,擢),杓子,算盤,紡績木管,馬鞍,鋤鍬柄,下駄歯,木銃,梶棒,柿,枕木,荷車,畦鈴,洋家具,

床柱,洋傘柄手元,パルプ,薪炭など｡

イヌブナ (FagusjaPonicaMaxim.)(写真136頁)

散孔材｡道管は直径50-100/Jmで多数が分布するが,年輪外境で道管の大きさは小さくなる｡道管は単

穿孔と階段穿孔がみられ,後者では階段の数は10本以内｡道管には顕著な平板状のチロースが詰まる｡放

射組織は異性ⅠとⅢ型で単列ないし数列のものと広放射組織がみられ,上下縁辺には方形の細胞が存在す

る｡放射組織に大形の結晶細胞がみられる｡木材の組織構造によるブナとの区別は困難｡

分布範囲は温帯｡本州 (岩手県以南で主として太平洋側,近畿地方,中国地方),四国,九州に分布する

が,ブナのような大群落はない｡ブナより少し低いところに分布する｡日本の鮮新世や洪積世から葉や果

実の遺体が出土する｡材質はおおむねブナと同じであるが,やや劣る｡用途もほぼブナに準ずる｡

クリ亜科 (subfam.Castanoideae)

マテバシイ属 (pasaniaOersted)

シリブカガシ (PasaniaglabraOersted)(写真137頁)

放射孔材｡直径100-200/∠mほどの道管が単独で放射状にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に

交互壁孔｡道管放射組織間穿孔は柵状で,規則的に配列する｡放射組織は同性で,単列放射組織と広放射

組織がみられる｡広放射組織は小型で,板目面では縦方向に連なる広放射組織の間に軸方向要素が介在する｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (近畿地方以西,京都では保津峡が北限),四国,九州,琉球,台湾,

中国中南部に分布する常緑高木｡

マテバシイ (pasaniaedulisMakino)(写真138頁)

放射孔材｡年輪の境界は顕著な波状を呈する｡道管は直径150/∠m以上となり,年輪界に関係なく単独で

放射方向に配列する｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は大

形の柵状を呈する｡軸方向菜細胞と放射柔細胞に結晶が存在する｡放射組織は同性で,単列放射組織と広

放射組織がみられるが,後者は複合型と集合型の中間的傾向が強い (板目面でみたときに軸方向要素が介

在する程度がカシ類すなわち,コナラ属アカガシ亜属よりも多い)｡同属の樹種に上記のシリブカガシがあ

るがマテバシイに比べて広放射組織の幅が狭く,高さが高いことによって区別される｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡九州に分布する常緑高木｡本州南部に生えるのは植林といわれる｡辺 ･心

材の区別なく,ともに淡紅褐色ないし紅褐色｡肌日は粗く重さ中庸,堅くてやや強い材であるが,耐朽 ･

保存性は低い｡シイ類と同様,薪炭のほかに器具 (柄類,箱類,下駄の歯),船舶 (艦),シイタケの原木｡
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種子は食用になる｡

シイ属 (castanopsisSpach)

ツブラジイ (コジイ)(castanopsiscuspidataSchottky)(写真139頁)

環孔性の放射孔材｡年輪始めに250FLmに達する大形の道管が接線方向に不連続にならぶ.道管はむしろ

放射方向に漸次径を減じて集団をなし,晩材部では薄壁で角ぼった小道管が火炎状に配列する｡道管は単

穿孔を有する｡軸方向柔細胞は1-3列となり,-年 輪内に何層も接線状にならぶ｡放射組織は単列同性で,

ときに集合放射組織がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東以西),四国,九州,琉球,台湾,中国中南部に分布する｡材質,

用途はスダジイに準ずるが,材質はスダジイよりやや劣り,耐久性が少ない｡

スダジイ (イタジイ)(castanopsiscuspidataSchottkyvar.SieboldiiNakai)(写真140頁)

環孔性の放射孔材｡年輪の始めに200/∠mに達する大形の道管が接線方向に不連続にならぴ,そこから漸

次径を減じて集団をなし,晩材部では薄壁で角ぼった小道管が火炎状に配列する｡道管は単穿孔を有する｡

軸方向柔細胞は1-3列となり,一一年輪内に何層も接線状にならぶ｡放射組織は単列同性 (ツブラジイエ

コジイC.cuspidataSchottkyは集合放射組織をもつことでスダジイと区別できる)｡

分布範囲は暖帯｡本州 (福島県一新潟県佐渡以南),四国,九州,済川島,琉球に分布し,照葉樹林の主

要構成要素をなす常緑高木｡辺 ･心材の区別は不明瞭で,ともに淡黄褐色ないし黄褐色で,肌目は粗いが

敏密な材である｡重さ,強さは中庸で,やや耐朽性あり｡建築 (床柱,屋根板,縁板),家具 (和洋家具,

椅子,棚類),器具,(柄類,下駄の歯),船舶 (艦),シイタケの原木などに用いられ,種子は食用となる｡

クリ属 (castaneaMiller)

クリ (CastalWaCrenataSieb.etZucc.)(写真141頁)

環孔材｡年輪の始めにきわめて大きい道管が 1-3列にならぴ,そこから漸次径を減じ,晩材部では薄

壁で角張った小道管が火炎状に配列する｡道管は単穿孔を有し,内腔にチロースが存在する｡道管径は日

本産材中で最大級である｡放射組織は同性で,通常単列であるがまれに部分的に2列になる｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡北海道 (西南部),本州,四国,九州,朝鮮中南部に分布する落葉高木｡

辺材は肯褐灰白色,心材は褐色で肌目は粗い｡強さ,硬さは中庸であるが,弾力性に富み,耐朽 ･保存性

がきわめて高く,水湿にもよく耐える優良材｡用途はきわめて広 く,建築 (柱,床柱,土台,洋風内部造作),

家具 (箪笥,洋家具,椅子,食卓,鏡台,火鉢,針箱),器具 (箱類,額縁,盆類,漆器木地,下駄,煙草

盆,鰹節箱),土木 (枕木に最適,玩,橋梁,水工材),船舶 (舵,権,曲材),車両,彫刻,木橋,洋傘柄,

鎌柄,鞍骨,ろくろ細工 (紡績木管),薪炭,シイタケの原木などに用いられる｡種子は食用となることは

いうまでもない｡

コナラ亜科 (subfam.Quercoideae)

コナラ属 (QuercusL.)

アカガシ亜属 (Subgen.CyclobalanopsisPrantlSyn.CyclobalanoPsisOerst.)

コナラ属 (Quercus)のアカガシ亜属 (cyclobalanoPsts)に属する樹種を一括 して ｢カシ類｣という便宜

上の呼び名が使われることがある｡本分類群は日本の暖帯照葉樹林の主要な構成要素をなす高木の常緑広

葉樹で,しばしば森林の優先種となる｡これらの日本国内における分布は東北地方南部以南あるいは関東

以西,四乱 九州 (一部は琉球まで)とほとんど重なっており,木材の組織構造からも樹種の区別は困難

である｡これらの材はいずれも重硬 ･強靭で弾性に富み,耐湿性があり,用途はアカガシに準ずる｡従来
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各地遺跡から発掘された鋤 ･鍬あるいはそれらの柄など,力のかかる道具類にもっとも使用例の多い樹種

群である｡

ウバメガシ (QuercusphyllyraeoidesAsaGray)(写真142頁)

放射孔材｡道管は直径100/Jm前後となり,単独で放射方向に火炎状にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡

軸方向柔細胞は1-3列で接線状に,かつ 1年輪内に何本もならぶ｡軸方向柔細胞ならびに放射柔細胞に

結晶が多い｡道管放射組織間壁孔は大型の柵状となる｡放射組織は同性で,単列放射組織と集合放射組織

がみられる｡後者には10列ほどの放射組織が含まれる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (神奈川県以西),四国,九州,琉球,中国 (中,南,西部)に分布す

る｡暖地の海岸に多い常緑の中,低木｡兵庫県西宮の洪積世から葉や堅某が出土 している｡炭の最高級品

とされる備長炭 (ぴんちょうたん)の原木｡材は櫓に用いられる｡

イチイガシ (QuercusgilvaBlume)(写真143頁)

放射孔材｡直径300FLmないしそれ以上の道管が放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔細

胞は1-3列で接線状に,かつ 1年輪内に何本もならぶ｡軸方向柔細胞および放射柔細胞に結晶が存在する｡

道管放射組織間壁孔は大形の柵状を呈する｡放射組織は同性で,単列放射組織と広放射組織からなる｡

分布範囲は暖帯南部｡本州 (関東南部以西),四国,九州,済州島,台湾,中国に分布する｡暖地の山中

に生える常緑高木｡日本の鮮新世と洪積世から葉や果実の遺体が出土する｡材は鋤鍬柄,鰭,体操用平行棒,

洋傘柄,煙草盆,額縁短冊掛,荷車,軍用砲車材,下駄歯,算盤枠などに用いられる｡

アカガシ (QuercusacutaThunberg)(写真144頁)

放射孔材｡道管は円形でやや大きく150〃m前後となり,年輪界に関係なく単独で放射方向にならぶ｡道

管は単穿孔を有する｡軸方向柔細胞は1-3列で接線状に,かつ 1年輪内に何本もならぶ ｡軸方向柔細胞

および放射柔細胞に結晶が存在する｡道管放射組織間壁孔は大形の柵状を呈する｡放射組織は同性で,単

列放射組織と広放射組織からなるが,後者には板目面でみたときに木繊維が介在することが多い｡

分布範囲は暖帯｡本州 (宮城県 ･新潟県以南),四国,九州,朝鮮南部,台湾,中国に分布する｡山中の

暖帯に野生する常緑高木｡辺材は帯紅黄褐色,心材は紅褐色｡きわめて堅硬,強靭で重い優良材,水湿に

強い｡器具 (木型,柄類,下駄の歯,三味線の梓),農具 (秤,柄類),工具 (槌,掛矢,飽),毛引台,皮

器,機械台,銃床,容器 (菓子型),船舶 (梶,艦,舵),土木 (枕木),建築 (床柱),車両 (荷車,車軸,

車輪),ろくろ細工,薪炭,シイタケの原木など用途が広い｡

ハナガガシ (QuercushondaeMakino)(写真145頁)

放射孔材｡道管の直径は250-300/Jmで,単独で放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔

細胞は1-3列で接線状に,かつ 1年輪内に何本もならぶ｡道管放射組織間壁孔は典型的な柵状となる｡

軸方向柔細胞は多室結晶細胞となる｡道管は厚壁で内腔にチロースが詰まる｡放射組織は同性で,単列放

射組織と広放射組織がみられる｡放射柔細胞にも結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯南部｡九州南部 (宮崎県)の山中に野生するまれな常緑高木｡用途は農具など他のアカ

ガシ亜属の種に準ずる｡

ツクバネガシ (QuercussessilifoliaBlume)(写真146頁)

放射孔材o道管の直径は150-200〃mで,単独で放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡道管は厚

壁チロースが詰まる｡軸方向柔細胞は1--3列で接線状に,かつ 1年輪内に何本もならぶ｡軸方向柔細胞
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および放射柔細胞に結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は柵状となる｡放射組織は同性で,単列放射組

織と広放射組織がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (宮城県南部以南,富山県以西),四国,九州の山中に生える常緑高木｡材は器具,

機械,楽器,船,車両,シイタケのほだ木,紫檀の模擬材に用いられる｡

アラカシ (QuercusglaucaThunberg)(写真147頁)

放射孔材｡道管は直径200/Jmに達 し,単独で放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有 し,内腔にチロース

が詰まる｡軸方向柔細胞は1-3列 となり接線状にならぴ, 1年輪内に何本もみられる｡軸方向柔細胞お

よび放射柔細胞にはときに結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は柵状 となる｡放射組織は同性で,単列

放射組織と広放射組織がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (宮城県以南),四国,九州,琉球,済州島,台湾,中国,ベ トナム,ビルマ,アッ

サム,ヒマラヤ (カシミアからブータン)に広 く分布する｡

シラカシ (Quercusmyrsinaefolt'aBlume)(写真148頁)

放射孔材｡道管の直径は最大で200/∠mに達 し,単独で放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡軸方

向柔細胞が接線状に長 く連なり,1年輪内に何本もならぶ｡道管は単穿孔を有し,内腔にチロースが詰まる｡

軸方向柔細胞に結晶が多数存在する｡放射柔細胞にも結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は柵状となる｡

放射組織は同性で,単列放射組織と広放射組織からなる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (福島県以南),四国,九州,済州島,中国中南部に分布する｡暖地のLl｣中に野生

する常緑高木｡材は三味線,馬鞍,砲台,掛矢柄,木銃,鎌柄,鋤,鍬,斧柄,シャベル柄,槌の頭,荷車,

荷馬車,橋,秤,歯車,織機,木剣,体操用平行棒,算盤,シイタケのほだ木などに用いられる｡

ウラジロガシ (QuercussalicinaBlume)(写真149頁)

放射孔材｡道管の直径は50-150/Jmで,単独で放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔細

胞は 1-3列となり接線状にならぴ, 1年輪内に何本もみられる｡軸方向柔細胞および放射柔細胞に結晶

がみられるo道管放射組織間壁孔は柵状となる｡放射組織は同性で,単列放射組織と広放射組織からなる｡

分布範囲は暖帯 :本州 (宮城県南部,新潟県以南),四国,九州,琉球,済川島,台湾に分布する｡暖地

の山地の谷間に生える常緑高木｡

オキナワウラジロガシ (QuercusmiyagiiKoidzuml)(写真150頁)

放射孔材｡道管は直径200FLmに達 し,単独で放射方向にならぶ｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔細胞

は1-3列となり接線状にならぴ, 1年輪内に何本もみられる｡軸方向菜細胞に多室結晶細胞がみられる｡

道管放射組織間壁孔は柵状となる｡放射組織は同性で,単列放射組織 と広放射組織がみられる｡放射柔細

胞にも結晶がみられる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州 (奄美大島,徳之島),琉球 (沖縄,久米島,石垣島,西表島)に分布する常緑

高木｡

コナラ亜属 (Subgen.Quercussyn.Subgen.LepidobalanusEndlicher)

コナラ節 (sect.PrimusLoudonsyn.Diversipilosae,De地tae)

コナラ属 (Quercus)のコナラ亜属 (Leptdobalanus)コナラ節 (prilWS)に属する樹種を一括 して ｢ナラ類｣

という便宜上の呼称が使われることがある｡本分類群は温帯から暖帯にかけて広 く分布する落葉高木の広

葉樹である｡代表的なもの としてはコナラ (Q.serrataMurray)や ミズナラ (Q.mongolicaFischerex
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Turcz.var.grosseserrataRehderetWilson)があり,後者は日本列島北部に美林を形成する温帯の代表樹

種となるとともに家具材として多用される｡

カシワ (QuercusdentataThunberg)(写真151頁)

環孔材｡孔圏道管の直径は300-400/川1となり,孔圏外では40/Jm前後の単独の道管が放射状ないし火

炎状に集団をなして分布する｡道管は単穿孔を有し,内腔にはチロースが詰まる｡軸方向柔細胞は接線状

ないし網状 となり,内部に結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は大形の円形ないし楕円形となる｡放射

組織は同性で,単列放射組織と広放射組織がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,南千島,本州,四国,九州,朝鮮,中国 (東北,北,中,西部),ウ

スリー,台湾に分布する｡海岸や火山の日当たりのよい横地に群生する落葉高木ないし小木｡

ミズナラ (QuercusmongolicaFischerexTurcz.var.crispulaOhashi)(写真152頁)

環孔材｡孔圏道管の直径は350FLmに達し,孔圏外の小道管は直径30-50FLmで角張っており,放射状な

いし火炎状に集団をなして分布する｡道管は単穿孔で,内腔にチロースがみられる｡道管放射組織間壁孔

は大形の円形ないし楕円形となる｡軸方向柔細胞は接線状ないし網状となり,内部に結晶がみられる｡放

射組織は同性で,単列放射組織と広放射組織がみられる｡

分布範囲は温帯｡樺太南部,北海道,覇千島,本州,内国,九州,朝鮮,中国東北部に分布する｡温帯

の山中に混交林または純林をつくる普通な落葉高木｡日本の洪積世から葉や堅果の遺体が出土する｡材は

淡褐色で,放射組織が密に並び美しく,洋家具,建築,船舶,車両,洋酒椿,洋琴の外枠,玉突台,額縁,

火鉢,煙草盆,車両材,枕木,構,靴型,下駄歯,ビール檀桶,ぶどう酒棒,ブランディー棒,権,鋤鍬柄,

ショベル柄,スコップ柄,椅子,ラケット枠,インチ板,洋棺材などに用いられる｡

モンゴリナラ (QuercusmmtgolicaFischerexTurcz.var.mongolica)(写真153頁)

環孔材｡孔圏道管の直径は300/̀mに達し,孔圏外では50/∠m以下のものが放射状ないし火炎状に分布す

る｡道管は単穿孔を有 し,内腔にはチロースが詰まる｡軸方向莱細胞は接線状ないし網状となり,内部に

結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は大形の円形ないし楕円形となる｡放射組織は同性で,単列放射組

織と広放射組織がみられる｡

分布範囲は温帯｡蒙古,中国東北部,ウスリー,アムール,中国北部,朝鮮に分布する｡

コナラ (QuercusserrataMurray)(写真154頁)

環孔材｡孔圏道管は1-3列で,直径は非常に大きく300-350FLmに達する｡孔圏外の小道管は薄壁で

角張っており,放射状ないしは火炎状に集団をなして分布する｡道管は単穿孔で,内腔にはチロースが存

在する｡軸方向柔細胞は接線状ないし網状となり,内部に結晶が見られることがある｡道管放射柔細胞間

壁孔は大形で円形ないし楕円形を呈する｡放射組織は同性で,単列放射組織と広放射組織とがみられる｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国に分布する｡日当たりのよい山

野を好む落葉高木｡日本の鮮新世や洪積世から葉や堅果の遺体が出土する｡辺材は淡黄褐色,心材は淡灰

褐色｡やや重く,強くて硬 く,靭性がある｡器具 (農具,木型,檀,運動具),建築 (内部造作,床板),

家具 (洋家具).土木 (枕木),薪炭,シイタケの原木などに用いられる｡

ナラガシワ (QuercusalienaBlume)(写真155頁)

環孔材｡孔圏道管は大形で直径400/∠mに達し,孔圏外の小道管は薄壁で,放射状に集団をなして分布す

る｡道管は単穿孔で,内腔にチロースが詰まる｡軸方向菜細胞は接線状ないし網状に分布 し,ときに内部
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に結晶が見られる｡道管放射組織間壁孔は大形で,円形ないし楕円形となる｡放射組織は同性で,単列放

射組織と広放射組織がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (岩手県,秋田県以西),四国,九州,朝鮮,中国,中国東北部,ベ トナム,タイ,

ビルマ上部,アッサム,ブータン,シッキムに分布する｡山麓の雑木林に普通に生える落葉高木｡

クヌギ節 (Sect.CerrisLoudom)

コナラ属 (Quercus)のコナラ亜属 (Leiuobalanus)クヌギ節 (cerrlS)に属するクヌギおよびアベマキ

を一括して ｢クヌギ類｣という便宜上の呼名が使われることがある｡木材の顕微鏡的観察からはクヌギと

アベマキの区別は困難である｡両者とも暖帯性の落葉高木で,日本国内における分布もクヌギのほうがや

や南北に広いが,ほとんど重なっている｡

クヌギ (QuercusacutissimaCarruthers)(写真156頁)

環孔材｡孔圏道管は直径300/Jm以上で 1-数列となり,内腔にチロースを含む｡孔圏外の小道管は単独

で壁が厚 く円形で,放射方向に配列する｡道管は単穿孔である｡軸方向柔細胞は1-3列で接線状にならぶ｡

道管放射組織間壁孔は柵状を呈する｡放射組織は同性で,単列放射組織と広放射組織とがみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (岩手県 ･山形県以南),四国,九州,琉球,朝鮮,中国東北部,台湾,中国,ラ

オス,ウダン,ビルマ,アッサム,ブータン,シッキム,ネパールに分布する｡暖帯の山林に普通な落葉

高木｡日本の鮮新世や洪積世から出土する｡辺材は灰白色,心材は赤褐色｡重硬 ･赦密で強勤な材で,割

裂容易,耐朽 ･保存性が高い優良材｡器具 (柄類,桶類,構),農具,土木,船舶 (鰭,艦腕),車両 (車軸,

水車),薪炭,シイタケの原木などに用いられる｡

アベマキ (Quercus variabilisBlumevar.brevipetiolataNakai)(写真157頁)

環孔材｡孔圏道管は直径300FLm以上で2-4列となる｡孔圏外の小道管は100FLm前後となり,単独で

放射方向に並び,壁は厚い｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔細胞は1-3列で接線状にならぴ,内部に

ときに結晶を有する｡道管放射組織間壁孔は柵状を呈する｡放射組織は同性で,単列放射組織と広放射組

織からなる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (山形県以西南),四国,九州,台湾,朝鮮,中国東北部,中国,チベット南部に

分布する｡暖帯の山林に普通な落葉高木｡日本の鮮新世から葉や果実が出土する｡アベマキは樹皮のコル

ク層がよく発達するので,コルクの原料となる｡

二レ科 (Ulmaceae)

ニレ属 (UlmusL,)

ハルニレ (UlmusdavidianaPlanchonvar.japonicaNakai)(写真158頁)

環孔材｡孔圏道管はきわめて大きく400〃mとなり, 1-3列となる｡孔圏外では小道管が多数集合して

接線状ないし斜線状に配列する｡道管は単穿孔を有し,小道管の内壁にはらせん肥厚がみられる｡軸方向

柔細胞は周囲状およびターミナル状に配列 し,縦に鎖状につながった結晶細胞をもつ ｡道管放射組織間壁

孔はやや大形で疎らなふるい状となる｡放射組織は同性で 1-6列,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国東北部,中国北部に分布する落葉高木｡北海

道に多い｡辺材は帯褐灰白色,心材は暗褐色｡木理は通直であるが,肌目は粗い｡概して重くて硬 く,靭

性がある｡耐朽 ･保存性は中庸｡ろくろ細工 (梶,盆,独楽),器具 (柄類,指物),建築 (内部造作),衣

具,楽器 (太鼓の胴),船舶 (船底),車両 (荷車),土木 (枕木),薪炭,シイタケの原木などに用いられる｡
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オヒョウ (UlmuslaciniataMayr)(写真159頁)

環孔材｡孔圏道管は大きく,直径200/∠m以上となる｡孔圏外の小道管は接線状,斜線状に集団をなして

配列する｡道管は単穿孔を有する｡小道管にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状およびターミ

ナル状となる｡軸方向柔細胞と放射柔細胞に結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや大形のふるい状

となる｡放射組織は同性で,1-6列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国東北部,中国北部,東シベリア,カムチャツ

カに分布する｡山地に生える落葉高木｡

アキニレ (UlmusParvifoliaJacquin)(写真160頁)

環孔材｡孔圏道管は直径250FLmに達し,1-6列となる｡孔圏外の小道管は集団をなして接線状ないし

斜線状に配列する｡道管は単穿孔を有する｡小道管は,内壁にらせん肥厚がみられ,内腔にチロースが多

く詰まる｡軸方向柔細胞は周囲状およびターミナル状となり,しばしば多重結晶細胞がみられる｡道管放

射組織間壁孔はやや大形で疎らなふるい状となる｡放射組織は同性で1-8列となり,高さ1mm以下,と

きに1mmを越える｡放射柔細胞にも結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (中部以西),四国,九州,琉球,朝鮮,台湾,中国 (秦嶺以南広東ま

で,以北は栽培)に分布する｡関西では荒れ地や川岸などに普通に生える落葉高木｡日本の鮮新世から葉

や果実の遺体が出土する｡材は車両,旋作,薪炭用とし,樹皮から縄ができる｡

ケヤキ属 (zelkovaSpach)

ケヤキ (ZelokovaserrataMakino)(写真161頁)

環孔材｡年輪のはじめに直径300-400/∠mのきわめて大きい道管が通常 1列にならぶが,年輪幅が広い

場合には2列になることがある｡孔圏外では小道管が多数集合して接線状,斜線状ないし花按 (はなづfi)

状に連なる｡道管は単穿孔を有し,小道管の内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや

大形のふるい状となる｡放射組織は同性ないし異性Ⅲ型で 1-8列,高さは1mm以内｡上下縁辺にはしば

しば大形の結晶細胞がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯下部｡本州,四国,九州,朝鮮,台湾,中国に分布する｡山中に群生し,川岸

に点在し,社寺の境内に生える落葉高木｡辺材は淡黄褐色,心材は黄褐ないし帯黄紅褐色｡やや重 く,狂

いや割れが少ない｡概 して硬く,強靭｡心材の耐朽 ･保存性は高 く,水湿にもよく耐える｡建築 (構造,

造作,とくに社寺建築,門柱,門扉,堂営建築彫刻,大黒柱),器具 (冒,秤,盆,漆器木地,柄類,ガラ

ス木型,育,下駄,下駄歯),家具,土木 (電柱腕木,枕木,橋梁),船舶 (栄,竜骨,船首尾,内部造作),

車両 (車体,造作,荷車),彫刻,ろくろ細工,木象蕨,三味線胴,琵琶 (胴,腹,胴の頭),太鼓胴,墨壷,

馬鞍,経木,戸棚,茶部台,茶箪笥,火鉢,煙草盆,米構,椅子,机案,仏壇,枕木,ショベル及びスコッ

プ柄,弓の倒木,薪炭など用途の広い優良材である｡

ムクノキ属 (AphananthePlanchon)

ムクノキ (AphanantheasperaPlanchon)(写真162頁)

散孔材｡道管は中庸で直径130〝mに達し,単独ないし2-3個放射方向に複合して平等に分布する｡道

管同士の接触する壁は厚い｡道管は単穿孔を有する｡軸方向柔組織は連合翼状ないしは帯状が顕著｡放射

組織はおおむね異性ⅡとⅢ型で1-5(6)列,高さは1mm以下｡放射柔細胞に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (関東以西),四国,九州,朝鮮,琉球 (まれ),台湾,中国 (山東以南)

に分布する｡山地に生え,社寺の境内や道路のふちに生える落葉高木｡辺材は淡黄色,心材は黄褐色で,

肌目はやや撤密｡重さ･強さは概して中庸であるが,靭性に富む｡ろくろ細工,器具 (農具,ブラシ木地,
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下駄の歯,土工具の柄),建築 (皮付き床柱),船舶 (擢),バット,下駄歯,三味線胴,馬鞍,荷棒,木銃,

滑車,薪炭に用いられる｡

ウラジロエノキ属 (TremaLoureiro)

ウラジロエノキ (Trem aonentalisBlume)(写真163頁)

散孔材｡道管は100-200FLmあるいはそれ以上で,単独ないし2-5個複合する｡道管は単穿孔を有し,

内腔にチロースが詰まることもある｡道管放射組織間壁孔はふるい状ないしスリット状あるいは傾斜 した

柵状を呈する｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-4列となり,高さは1mm以下｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡九州 (屋久島,種子島),琉球,台湾,中国南部,東南アジア,インド,マ

レーシア,オース トラリアに分布する｡日本では小木であるが,熱帯では大木となる常緑樹｡

エノキ属 (cekisL.)

エノキ (CeltissinensisPersoon)(写真164頁)

環孔材｡孔圏道管は大きく直径200FLm以上に達 し,通常は多列となる｡孔圏外の小道管は斜線状,接線

状など群状に集合し,いわゆる花緩 (はなづな)状 となる｡孔圏から孔圏外への移行部には比較的直径の

大きい道管が存在する｡道管は単穿孔を有し,内腔にチロースが詰まる｡小道管にはらせん肥厚がみられる｡

放射組織は異性 ⅡとⅢ型で 1-2列のものと8-15列のものがあり,中間的なものが少ない.幅の広い放

射組織にはさや細胞があり,これらのさや細胞はしばしば結晶を含む｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (青森県の日本海岸まであるが福島県,新潟県以南に普通),四国,九

州,朝鮮,台湾,中国南部,ベ トナム,ラオス,タイに分布する｡道路や社寺の境内,山林中に生える落

葉高木｡日本の洪積世から葉の遺体が出土する｡辺 ･心材の区別は不明瞭でともに淡黄褐色｡辺材はやや

淡色｡強さは概 して中庸｡やや硬 く,靭性に富む｡エゾエノキはエノキと区別がつかない｡建築,家具 (洋

家具),器具 (姐板,裁板,柄類),薪炭などに用いられる｡ケヤキの模擬材とされる｡

エゾエノキ (CeltisjessoensisKoidzumi)(写真165頁)

環孔材｡道管は直径200/Jm以上で,孔圏は1-2列となる｡孔圏外の小道管は10-40個が斜線状,塊状

に複合する｡道管は単穿孔を有する｡小道管にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状ないしター

ミナル状となる｡道管放射組織間壁孔はやや小さく疎らなふるい状 となる｡放射組織は異性Ⅲ型で 1-8

列となり,高さは2mm以下で,さや細胞が存在する｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮の山地に生える落葉高木｡

トチュウ科 (Eucommiaceae)

トチュウ属 (EucommiaOliver)

トチュウ (EucommtaulmoidesOliver)(写真166頁)

散孔材｡道管は直径50/Jmほどで,単独ないし2-5個が不規則に複合する｡年輪始めでは道管は接線

方向に連なる｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや疎らなふ

るい状となる｡繊維状仮道管にらせん肥厚がみられる｡放射組織は同性で 1-3 (通常 2)列 となり,高

さは0.5mm以下｡

分布範囲は温帯から暖帯｡中国中部の原産,揚子江中流の山林に野生するとも,野性は明らかでないと

もいう｡
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クワ科 (Moraceae)

クワ属 (MorusL.)

ヤマグワ (MontsaustralisPoiret)(写真167頁)

環孔材｡孔圏道管は直径200-250〃mで, 1-5列で孔圏を形成する｡孔圏外の小道管は2-6個が斜

線状,接線状,集塊状に不規則に複合 して散在する｡道管は単穿孔を有 し,内腔にはチロースが密に詰まる｡

軸方向柔細胞は年輪始めで集団をなし,周囲柔組織が発達する｡道管放射組織間壁孔はやや大 きくレンズ

状となる｡放射組織は異性で 1-6列,高さは1mm以下｡

分布範囲は温帯から亜熱帯｡南樺太,北海道,日本全土,朝鮮,中国,ベ トナム,ビルマ,ヒマラヤ (カ

シミヤまで)と分布範囲が広 く,山中に生える落葉高木｡辺材は淡黄白色,心材は黄褐色｡木理はときに

不規則で,肌目は粗 く,美 しい杢のでることが多い｡やや堅硬でかつ靭性に富む｡心材の耐朽 ･保存性は

高い｡表面仕上げは良好で,磨けば光沢がでて雅味がある｡建築 (内部造作,床柱,床板),家具 (鏡台,

箪笥),器具 (火鉢,煙草盆,額縁,寄木木象散,漆器木地,梶,木魚,ブラシ木地,箱類),楽器 (三味

線の胴),車両,ろくろ細工,火鉢,文房具,墨壷,彫刻など概 して高級装飾的用途に供される｡

オガサワラグワ (MontsboninensisKoidzumi)(写真168頁)

環孔材｡孔圏道管は他より大きく,200ilmを越えるが年輪内にほぼ均一に分布 し,散孔性を里する｡孔

圏外の道管は直径100-150FLmで単独ないし2-5個が複合する｡道管は単穿孔を有 し,内腔にはチロー

スが密に詰まる｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふるい状 となる｡放射組織は異性Ⅲ型で, 1-6列と

なり,高さは1mm以下｡

分布範囲は亜熱帯で,小笠原諸島に生える落葉高木｡

マグワ (カラヤマグワ)(MontsalbaL.)(写真169頁)

環孔材｡孔困道管は200/∠mで 1-3列を占め,孔圏外の小道管は単独ないし2-6個複合する｡道管は

単穿孔を有 し,内腔にチロースが詰まる｡小道管にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は孔圏部に多 く,

孔圏外では翼状ないし連合翼状 となる｡道管放射組織間壁孔はやや大きいレンズ状 となる｡放射組織は異

性Ⅲ型で,1-7列となり,高さは通常 1mm以下,ときに1mmを越える｡放射組織にまれに結晶がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡中国,朝鮮に野生する落葉高木｡

コウゾ属 (Broussonetial'Hirit.exVent.)

カジノキ (Broussonetia裡 yriferal'Herit.exVent.)(写真170頁)

環孔材｡道管の直径は徐々に減ずる｡孔圏外の小道管は2-10個複合する｡道管は単穿孔を有 し,内腔

にはチロースが詰まる｡小道管にはらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状か ､し1-3列のター

ミナル状となる｡道管放射組織間壁孔は小型のレンズ状を呈する｡放射組織は異性 [とⅢ型で, 1-4列

となり,高さは1mm以下でときに1mmを越える｡

分布範囲は暖帯,亜熱帯から熱帯｡中国中南部,台湾,ベ トナム,タイ,ビルマ,インド,マレーシア,

太平洋の諸島に広 く栽培され,野性化 している落葉高木｡

コウゾ (BroussonetiakazinokixB.PaPyrifera)(写真171頁)

環孔材｡孔圏道管は1-6列で,直径は100-200/∠m｡孔圏外では小道管が放射状,花づな状ないし接

線方向に小塊状をなして密集する｡道管は単穿孔を有 し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁には

交互壁孔が存在 し,内腔にはチロースがみられる｡軸方向柔細胞は周剛 犬ないし1-7列のターミナル状
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となる｡道管放射組織間壁孔はやや小型のふるい状 となる｡放射組織は異性 ⅡとⅢ型で 1-6列となり,

高さは1mm前後｡軸方向柔細胞と放射柔細胞に結晶がみられる｡

ヒメコウゾとカジノキとの雑種｡製紙の原料として江戸時代から栽培されている高木ないし低木｡

ハリグワ属 (CudraniaTric.)

ハリグワ (CudraniatricusPtdataBur.)(写真172頁)

環孔材.孔圏道管は200-250/Jmで2-4列となり,孔圏外の小道管の直径は漸減 し単独ないし2-3

個複合する｡道管は単穿孔を有 し,内壁にはらせん肥厚がみられ,内腔にはチロースが密に詰まる｡特に

孔圏付近の大径道管にチロースが密に詰まる｡軸方向柔細胞は翼状ないし連合翼状 となり,ときに多重結

晶細胞が存在する｡木繊維は層階状に配列する｡放射組織はほぼ同性で 1-6列となり,高さは通常 1mm

以下,ときに1mmを越える｡

分布範囲は暖帯｡中国 (河北南部以南から広東,四川,雲南),朝鮮に分布する落葉小高木｡中国では古

くから樹皮や根を薬用とし,材は黄色の染料とし,弓や器具に用いられる｡葉はカイコに食わせ,樹皮は

製紙原料 とされる｡日本には1885年,1905年に養蚕用として輸入される｡

カカツガユ (CurdaniacochinchinensisKudoetMasamunevar.gertmtogeaKudoetMasamune)(写真173頁)

環孔材｡孔圏道管は100FLm以上となり,接線方向には極端に疎らに分布する｡孔圏外の道管は単独ない

し2-6個放射方向あるいは塊状に複合するo道管は単穿孔で,内壁にらせん肥厚を有し,内腔にはチロー

スが詰まる｡軸方向柔細胞はときに結晶を含み,顕著な翼状ないし連合翼状となる｡道管放射組織間壁孔

は中型で疎らなふるい状 となる｡放射組織は異性 ⅠとⅡ型で 1-2列となり,高さは 1mm以下｡平伏細胞

は直立細胞とまざらわしい｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (山口県),四国南部,九州,琉球,台湾,中国南部に分布する｡

暖地の丘陵地に生える常緑藤本｡

イチジク属 (FicusL.)

イチジク亜属 (subgen.Ficus)

イチジク (FicuscaricaL.)(写真174頁)

散孔材｡道管は80-200/∠mで放射方｢如こ2-4個複合して,平等に分布する｡道管は単穿孔を有する｡

軸方向柔細胞は10列ほどの帯状柔組織となり,内部に菱形の結晶が多数存在する｡道管放射組織間壁孔は

大形のふるい状を里する｡放射組織は同性ないし異性Ⅲ型で 1-8列となり,高さは1mm以下｡

トルコからアフガニスタンにわたって野生する｡在来のイチジクは寛永年間 (1624-1643)中国から渡

来 したとされる落葉小高木｡

オオヤマイチジク (FicusiidaianaRehderetWilson)(写真175頁)

散孔材｡道管は100-150/∠mで,単独ないし放射方向に2-4個複合 したものがまばらに存在する｡道

管は単穿孔を有する｡軸方向柔細胞は10-20列の帯状柔組織を構成 し,結晶を含む｡道管放射組織壁孔は

レンズ状 となる｡放射組織は同性ないし異性で 1-10列となるが,ほとんどが 7-8列で,高さはほぼ 1mm

以下｡

分布範囲は亜熱帯｡小笠原諸島母島に分布する落葉小高木｡

イヌビワ (FicuserectaThunberg)(写真176頁)

散孔材｡道管の大きさは中庸で100-300FLmとなり,単独ときに213個放射方向に複合 して平等に分
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布する｡道管は単穿孔を有し,内腔にはチロースがみられる｡道管放射組織間壁孔はレンズ状となる｡軸

方向柔組織は幅の広い帯状で接線方向に幾層にも長く連なる｡道管放射組織間壁孔は大形の柵状,レンズ状,

スリット状,階段状となる｡放射組織は同性ないし異性で 1-6列,高さは1mm以下,ときに1mm以上｡

軸方向柔細胞および放射柔細胞に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東以西),四国,九州,琉球,済州島に分布する｡海岸の近くや池や薮などに

普通にある落葉低木または小高木｡辺 ･心材の区別なくともに黄白ないし灰褐色｡撤密ではあるが比較的

軽軟な材｡耐朽 ･保存性も低い｡木材としての利用価値はあまりない｡

イタビカズラ (FicusnipponicaFr.etSav.)(写真177頁)

散孔材｡道管径は50-300FLmほどで,50-150FLmのものの他に150FLm以上のものが多い｡道管は,単

独ないし放射方向に2-4個複合する｡小道管にときにチロースが存在する｡道管同士の接する壁は厚い｡

単穿孔を有する｡道管側壁には交互壁孔がみられる｡小塊状に集団化 した木繊維群が散在する｡軸方向柔

細胞は連合翼状から帯状となる｡道管放射組織間壁孔は大小不規則で,ときに階段状,レンズ状,スリッ

ト状となる｡放射組織は同性ないし異性で,10列ほどの広放射組織を有し,高さは非常に高い｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (新潟県,福島県以南),四国,九州,琉球,中国,ベ トナム,ビルマ,

アッサム,ブータン,シッキムに分布する｡石垣や塀,崖などにやや普通に生える常緑藤本｡

ヒメイタビ (FicusthunbergiiMaxim.)(写真178頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡道管は50-300〃mで,150/∠m以上のものが日だっ｡道管は単独ないし放射

方向に2-5個複合する｡道管にはチロースがみられる｡木繊維よりも軸方向柔細胞の方が占有率が高 く,

木繊維群が接線方向にとぎれとぎれにみられる｡軸方向柔細胞は連合翼状から帯状となる｡道管は単穿孔

を有し,壁は厚い｡道管内腔にチロースがみられる｡道管側壁には対列状ないし階段状の壁孔がみられる｡

道管放射組織間壁孔は階段状となる｡放射組織は同性ないし異性で, 1-6列となり,高さは5mmときわ

めて高い｡軸方向柔細胞に菱形の結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (房総半島以西南),四国,九州,琉球,済州島,中国に分布する｡岩

や樹幹に着生する藤本｡

オオイタビ (FicuspumilaL.)(写真179頁)

散孔材｡道管は単独ないし2-4個複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔およびかすかに

細かいらせん肥厚がみられる｡帯状柔組織が顕著となる｡放射組織は同性ないし異性で, 1-6列となり,

高さは高い｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (房総半島から西南),四国,九州,琉球,台湾,中国南部,北ベ トナ

ムに分布する｡暖地の海岸や山地の崖や岩上,低木叢などに普通にある常緑藤本｡日本の鮮新世から局所

的に葉の遺体が出土する｡

アコウ亜属 (subgen.UrostigmaMiquel)

ガジュマル (FicusmicrocarpaL.i.)(写真180頁)

散孔材｡道管はまばらに存在 し,大きいものは300/∠mとなる｡道管は単穿孔を有する｡木繊維は,とき

に隔壁を有する｡軸方向柔細胞は接線方向に10-20列の広がりを持ち帯状柔組織となり,横断面では縞状

を呈する｡道管放射組織間壁孔はやや大形となる｡放射組織は異性で, 1-9列,40細胞高となる｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡九州 (屋久島,種子島),琉球,台湾,中国南部,マレーシア,ミクロネシ

ア,熱帯アジア,オーストラリア北部に分布する常緑の絞殺木｡
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アコウ (FicussuperbaMiquelvar.JaponicaMiquel)(写真181頁)

散孔材｡道管は100-200FLmで,ほぼ単独ときに2-3個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,

側壁に交互壁孔がみられる｡木繊維は隔壁を有する｡軸方向柔組織は接線方向に8-20列の広がりを持ち,

横断面では縞状を呈する｡道管放射組織間壁孔は大形で,有縁が顕著｡放射組織は異性で1-6列,高さ1mm

以下となる｡放射柔細胞に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (和歌山県,山口県),四国,九州,琉球,台湾,中国南部,イン

ドシナ半島,タイ,マレー半島西側に分布する｡暖地の海岸に生える常緑高木｡材は下級で,薪炭,家具,

器具に用いる｡
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トキワギョリュウ

CasuarinaequisetifoliaL.

(モクマオウ科 casuarinaceae)

柾目×130
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木材研究 ･資料 第31号 (1995)

モクマオウ (オガサワラマツ)

CasuarinastrictaAit.

(モクマオウ科 casuarinaceae)

柾目×160

- 104-

板 目×160
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- 105 -

ヤマモモ

MyricarubraSieb.etZucc.

(ヤマモモ科 Myricaceae)

柾目×160 板目×160



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ノグル ミ

PlatycaryastrobilaceaSieb.etZucc.

(クル ミ科 Juglandaceae)

柾目×200

- 106-

板目×130
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サワグルミ

PterocaryarhoifoliaSieb.etZucc.

(クルミ科 Juglandaceae)

柾 目×130

- 107 -

板 目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

オこグルミ

JuglansmandshuricaMaxim.subsp.sieboldianaKitamura

(クルミ科Juglandaceae)

柾 目×300

I 108-

板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

フウトウカズラ

PiperkadzuraOhwi

(コシ ョウ科Piperac ea e)

板目×50



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

センリョウ

ChloranthusglaberMakino

(センリョウ科 chloranthaceae)

柾目×260

- 1 10-

板目×260



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

ドロヤナギ (ドロ ノキ )

Populusmaxim ouicziiH enry

(ヤナギ科 salicaceae)

柾目×160

- 11 1 -

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 112-

ヤマナラシ

PopulussieboldiiMiquel

(ヤナギ科 salicaceae)

柾目×200 板 目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 113 1

セイヨウハコヤナギ

PoPulusnigraL.cv･̀Italica'
(ヤナギ科salicaceae)

柾 目×2()0 板目×160



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ケショウヤナギ

ChoseniaarbutifoliaA.Skvortsov

(ヤナギ科 salicaceae)

柾目×250

- 114-

板目×160



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

-1 1 5 -

タチャナギ

SalixsubfragilisAndersson
(ヤナギ科s a licaceae)

柾 目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

シダレヤナギ

SalixbabylonicaL.var.lavalleiDode

(ヤナギ科 salicaceae)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

バッコヤナギ (ヤマネコヤナギ)

SalixbakkoKimura

(ヤナギ科 salicaceae)

柾目×160

- 1 1 7 -

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 118-

カワヤナギ

SalixgilgianaSeemen

(ヤナギ科 salicaceae)

柾目×200 板目×200



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 119 -

サワシバ

CarpinuscordataBlum e

(カバノキ科Betulacea e )

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 120-

クマ シデ

Carpinusjapon icaBlum e

(カバノキ科 Betulaceae)

柾 目×250 板目×160



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 12 1 -

イヌシデ

CarpinustschonoskiiMaxim.

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×160 板 目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

アカシデ

CarpinuslaxifloraBlume

(カバノキ科 Betulaceae)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 1 2 3 -

アサダ

OstryajaponicaSarg･

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 124 -

ハシバ ミ

CorylusheterophyllaFischer

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×200 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 12 5 -

ツノハ シ バ ミ

Corylu ss ieboldianaBlume
(カバ ノ キ科Betulaceae)

柾目×400 板目×400



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

一 12 6 -

ミズメ (ヨグソミネバリ)

BetulagrossaSieb.etZucc.

(カバノキ科 Betulaceae)

柾 目×130 板 目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 127 -

ダケカンバ

BetulaermaniiCham.

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

シラカンパ

BetulaPlatyPhyllaSukatchevvar.japonicaHara

(カバノキ科 Betulaceae)

木口×500

- 128-

木口×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

ウダイカンパ (マカンパ)

BetulamaximouhczianaRegel

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×160

- 12 9 -

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 130-

ヤシャブシ

AlnusfirmaSieb.etZucc.

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×200 板目×160



伊東 日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

ミヤマヤシャブシ

AlnusfirmaSieb.etZucc･var･hirtellaFr･etSav･

(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×160

- 1 3 1 -

板目×160



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ミヤマハンノキ

AlnuscrispaPurshsubsp.maximou,icziiHult.
(カバノキ科 Betulaceae)

柾目×200

- 1 3 2 -

板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

ヤマハンノキ

AlnushirsutaTurcz.var.sibiricaC.K.Schn.

(カバノキ科 Betulaceae)

板目×80



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ハ ン ノキ

Alnu sjaponicaSteud.

(カ バ ノキ 科 Betulac eae )



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 135 -

ブナ

FaguscrenataBlume

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×200 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 136 -

イヌブナ

FagusjaponicaMaxim.

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×200 板目×100



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

シリブカガシ

PasaniaglabraOersted

(ブナ科 Fagaceae)

板目×100



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

マテバシイ

PasaniaedulisMakino

(ブナ科 Fagaceae)

板 目×100



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

ツブラジイ (コジイ)

CastanopsiscuspidataSchottky

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×200

- 139-

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

スダジイ (イタジイ)

CastanopsiscuspidataSchottkyvar.sieboldiiNakai

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×200

- 140-

板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 141 -

クリ

CastaneacrenataSieb.etZucc.

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×80 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ウバ メガシ

QuercusphillyraeoidesAsaGray

(ブナ科Fagaceae)

柾目×200

- 142-

板 目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 143 -

イチイガシ

QuercusgilvaBlume

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×160 板目×50



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 144-

アカガシ

QuercusacutaThunberg

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×200 板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 1 4 5 -

ハナガガシ

QuercushondaeMakino

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×200 板目×50



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 14 6 -

ツクバ ネガシ

QuercussessilijbliaBlume

(ブナ科F agaceae)

柾目×200 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

アラカシ

QuercusglaucaThunberg

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×20()

ー 147-

板目×80



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 148-

シラカ シ

Queγcusmyrsin aejToliaBlum e

(ブナ 科Fagaceae )

柾目×200 板目×160



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 149-

ウラジロガシ

QuercussalicinaBlume

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×320 板 目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

オキナワウラジロガシ

QueγcusmiyagiiKoidzumi

(ブナ科 Fagaceae)

板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

-15 1 -

カシワ

QuercusdentataThunberg

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×130 板 目×80



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ミズナラ

QuercusmongolicaFischerexTurcz.var.crispulaOhashi

(ブナ科 Fagaceae)

柾 目×200

- 1 52 -

板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

モンゴリナラ

QuercusmongolicaFischerexTurcz.var.mongolica

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×100

- 15 3 -

板目×100



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 1 5 4 -

コナラ

QuercusserrataMurray

(ブナ科Fagaceae)

柾 目×200 板 目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

ナラガシワ

QuercusalienaBlume

(ブナ科 Fagaceae)

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 1 56 -

クヌギ

QuercusacutissimaCarruthers

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×160 板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

アベマキ

QuercusvariabilisBlume∀ar.bret･iPetiolataNakai

(ブナ科 Fagaceae)

柾目×80

- 157 -

板目×80



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

ハルニレ

UlmusdavidianaPlanchonvar.japonicaNakai

(ニレ科Ulmaceae)

柾 目×200

- 158 -

板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 15 9 -

オヒ ョウ

UlmuslaciniataM ayr

(ニレ科 U lmaceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 160-

アキニレ

UlmusPan,ifoliaJacquin

(ニレ科Ulmaceae)

柾目×200 板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 161 -

ケヤキ

ZelkovaserrataMakino

(ニレ科 Ulmaceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

I 16 2 -

ムクノキ

AphanantheasperaPlanchon

(ニレ科Ulmaceae)

柾目×200 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

ウラジロエノキ

TremaorientalisBlume

(ニレ科Ulmaceae)



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 164 -

エノキ

CeltissinensisPersoon

(ニレ科Ulmaceae)

柾目×200 板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 165-

エゾエノキ

CeltisjessoensisKoidzumi

(ニレ科Ulmaceae)

柾 目×200 板目×80



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 166-

トチュウ

EucommiaulmoidesOliver･

(トチュウ科 Eucommiaceae)

柾目×500 板目×250



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 16 7 -

ヤマグワ

MorusaustralisPoiret

(クワ科 Moraceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 168-

オガサワラグワ

MorusboninensisKoidzumi

(クワ科 Moraceae)

柾目×130 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅰ

- 169-

マグワ (カラヤマグワ)

MorusalbaL.

(クワ科 Moraceae)

柾目×160 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

カジノキ

Broussonetiapapyγij:eral'Herit.exVent.

(クワ科 Moraceae)

柾 目×200

- 1 70-

板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

コウゾ

BroussonetiakazinokiXB.papynfera

(クワ科 Moraceae)

柾目×200

- 1 7 1 -

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 172 1

ハ リグワ

CudyaniatricuspidataBUT.

(クワ科 Moraceae)

柾目×200 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

カカツガユ

CudraniacochinchinensisKudoetMasamunevar.gerontogeaKudoetMasamune

(クワ科 Moraceae)

柾 目×260

- 1731

板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

一一一 l T ･l

イチジク

FicuscaricaL.

(クワ科 Moraceae)

柾目×250 板目×160



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

オオヤマイチジク

FicusiidaianaRehderetWilson

(クワ科 Moraceae)

柾目×200

- 175 -

板目×200



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

- 176-

イヌビワ

FicuserectaThunberg

(クワ科 Moraceae)

柾目×200 板目×130



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 177 -

イタビカズラ

FicusniPPonicaFr.etSav.

(クワ科 Moraceae)

柾目×250 板目×160



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

一17 8 -

ヒメイタビ

FicusthunbergiiMaxim.

(クワ科 Moraceae)

柾目×200 板目×100



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

- 179-

オオイタビ

FicuspumilaL.

(クワ科 Moraceae)

柾目×200 板目×130



木材研究 ･資料 第31号 (1995)

I 180-

ガジュマル

FicusmicrocarpaL .I .

(クワ科Mora c eae)

柾 目×80 板目×80



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅰ

アコウ

FicussuperbaMiquelvar.JaponicaMiquel

(クワ科 Moraceae)

柾 目×200

ー 181-

板目×100


